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(57)【要約】
【課題】ユーザに違和感を与えることなく、発熱量を低
減することができる液晶表示装置及びテレビジョン受信
機を提供する。
【解決手段】テレビジョン受信機１の駆動信号生成部１
７は、温度センサ２０が検知した温度に応じて、液晶パ
ネル１９の第１保持容量配線及び第２保持容量配線へ供
給する信号の電位又は電位変化の段数を調整する。駆動
信号生成部１７は、検知温度が低いほど高い電位又は段
数が多い信号を生成し、検知温度が高いほど低い電位又
は段数が少ない信号を生成する。また駆動信号生成部１
７は、温度の変化に応じて信号の段数を複数段階で変化
させる。温度センサ２０は、例えばテレビジョン受信機
１内の電源回路１５の近傍、バックライト１４の近傍、
又は、駆動信号生成部１７若しくは液晶駆動部１８等が
設けられた回路基板等に設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各画素が複数の副画素で構成された液晶パネルと、電位が複数段階で変化する複数種の
駆動信号を生成する駆動信号生成部と、該駆動信号生成部が生成した複数種の駆動信号に
て前記複数の副画素を駆動する駆動部とを備える液晶表示装置であって、
　温度を検知する温度検知部を備え、
　前記駆動信号生成部は、前記温度検知部が検知した温度に応じて、生成する駆動信号の
電位又は電位変化の段数を調整するようにしてあること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記駆動信号生成部は、電位又は段数の調整を複数段階で行うようにしてあること
　を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記駆動信号生成部は、
　前記温度検知部が検知した温度が低いほど、段数が多い駆動信号を生成し、
　前記温度検知部が検知した温度が高いほど、段数が少ない駆動信号を生成するようにし
てあること
　を特徴とする請求項１又は請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記駆動信号生成部は、
　前記温度検知部が検知した温度が低いほど、電位が高い駆動信号を生成し、
　前記温度検知部が検知した温度が高いほど、電位が低い駆動信号を生成するようにして
あること
　を特徴とする請求項１から請求項３までのいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　周辺に存在する人の位置を検知する位置検知部を更に備え、
　前記駆動信号生成部は、前記温度検知部が検知した温度及び前記位置検知部が検知した
位置に応じて、生成する駆動信号の電位又は電位変化の段数を調整するようにしてあるこ
と
　を特徴とする請求項１から請求項４までのいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記駆動信号生成部は、検知結果の変化に応じて駆動信号の電位を変化させる場合に、
所定時間に亘って徐々に電位を変化させるようにしてあること
　を特徴とする請求項１から請求項５までのいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記液晶パネルへ電力を供給する電源回路と、
　前記液晶パネルへ光を照射するバックライトと
　を更に備え、
　前記温度検知部は、前記電源回路、前記バックライト、前記駆動信号生成部又は前記駆
動部に設けてあること
　を特徴とする請求項１から請求項６までのいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか１つに記載の液晶表示装置と、
　テレビジョン放送を受信する受信部と
　を備え、
　前記受信部が受信したテレビジョン放送に係る画像を、前記液晶表示装置の液晶パネル
に表示するようにしてあること
　を特徴とするテレビジョン受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、各画素が複数の副画素で構成され、各画素中の副画素を異なる駆動信号で駆
動することにより、表示特性の視野角依存性を低減する液晶表示装置及びテレビジョン受
信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置の表示特性の視野角依存性を低減する技術として、１つの画素を複数の副
画素で構成する画素分割方式（いわゆるマルチ画素技術）がある。例えば特許文献１に記
載の液晶表示装置は、１つの画素が２つの副画素で構成され、各副画素に対してそれぞれ
保持容量配線が設けられた構成であり、２つの保持容量配線に対して、周期及び振幅が等
しく位相が１８０°ずれた信号を印加する。これにより液晶表示装置は、１つの画素を高
輝度の副画素及び低輝度の副画素で構成し、面積階調による中間調を表現することが可能
となり、視野角依存性を低減することができる。また特許文献１に記載の液晶表示装置は
、各保持容量配線に印加する信号の波形を、矩形波の立ち上がり部及び立ち下がり部をオ
ーバーシュートさせた波形とし、保持容量配線の延伸方向に沿って生じる輝度ムラを低減
している。
【０００３】
　また特許文献２においては、マルチドメイン方式の液晶表示装置において、ユーザの位
置を検出し、検出した位置情報に応じて視野角モードの切り替えを行って、マルチドメイ
ン駆動信号の停止及びマルチドメイン駆動用電力の停止の制御を行う液晶表示装置が提案
されている。この液晶表示装置は、視野角モードにより表示特性を制御することによって
、表示品質を落とすことなく液晶表示装置の消費電力低減を実現できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－６３９３８号公報
【特許文献２】特開２０１０－１１７６１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の液晶表示装置は、２つの保持容量配線に対して位相が異なる矩形波
を印加する必要があり、このようなマルチ画素の制御を行うことによって、液晶パネル及
び周辺回路での発熱量及び消費電力量が増大するという問題がある。特許文献２に記載の
液晶表示装置のように、例えばユーザの位置に応じてマルチ画素の制御のオン／オフを切
り替える構成とした場合には、切り替えのタイミングにおいてユーザに違和感を与える虞
がある。
【０００６】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、ユー
ザに違和感を与えることなく、発熱量を低減することができる液晶表示装置及びテレビジ
ョン受信機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る液晶表示装置は、各画素が複数の副画素で構成された液晶パネルと、電位
が複数段階で変化する複数種の駆動信号を生成する駆動信号生成部と、該駆動信号生成部
が生成した複数種の駆動信号にて前記複数の副画素を駆動する駆動部とを備える液晶表示
装置であって、温度を検知する温度検知部を備え、前記駆動信号生成部は、前記温度検知
部が検知した温度に応じて、生成する駆動信号の電位又は電位変化の段数を調整するよう
にしてあることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、前記駆動信号生成部が、電位又は段数の調整を複
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数段階で行うようにしてあることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、前記駆動信号生成部が、前記温度検知部が検知し
た温度が低いほど、段数が多い駆動信号を生成し、前記温度検知部が検知した温度が高い
ほど、段数が少ない駆動信号を生成するようにしてあることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、前記駆動信号生成部が、前記温度検知部が検知し
た温度が低いほど、電位が高い駆動信号を生成し、前記温度検知部が検知した温度が高い
ほど、電位が低い駆動信号を生成するようにしてあることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、周辺に存在する人の位置を検知する位置検知部を
更に備え、前記駆動信号生成部は、前記温度検知部が検知した温度及び前記位置検知部が
検知した位置に応じて、生成する駆動信号の電位又は電位変化の段数を調整するようにし
てあることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、前記駆動信号生成部が、検知結果の変化に応じて
駆動信号の電位を変化させる場合に、所定時間に亘って徐々に電位を変化させるようにし
てあることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、前記液晶パネルへ電力を供給する電源回路と、前
記液晶パネルへ光を照射するバックライトとを更に備え、前記温度検知部は、前記電源回
路、前記バックライト、前記駆動信号生成部又は前記駆動部に設けてあることを特徴とす
る。
【００１４】
　また、本発明に係るテレビジョン受信機は、上述の液晶表示装置と、テレビジョン放送
を受信する受信部とを備え、前記受信部が受信したテレビジョン放送に係る画像を、前記
液晶表示装置の液晶パネルに表示するようにしてあることを特徴とする。
【００１５】
　本発明においては、液晶パネルの各画素を複数の副画素の集合として構成する。液晶表
示装置は、例えば位相をずらすなどした複数種の駆動信号を生成し、複数種の駆動信号に
て複数の副画素の駆動を行う。例えば、各画素を２つの副画素で構成し、位相を１８０°
ずらした２種の駆動信号を生成し、一方の駆動信号にて一方の副画素を駆動すると共に他
方の駆動信号にて他方の副画素を駆動する。各駆動信号は、電位が複数段階で変化する信
号とする。
　液晶表示装置は、装置の内部（又は外部）の温度を検知する温度検知部を備え、検知し
た温度に応じて駆動信号の電位又は段数を調整する。これにより液晶表示装置は、装置の
温度が上昇した場合に、駆動信号の電位又は段数を調整して液晶パネル又は周辺回路等の
発熱を低減することができる。また液晶表示装置は、電位又は段数の調整を、例えばオン
／オフのような切り替えで行うのではなく、複数段階で行う。これにより液晶表示装置は
、駆動信号の調整によって表示特性を大きく変化させることなく、表示特性を徐々に変化
させることができるため、ユーザに違和感を与えることを防止できる。
【００１６】
　また、本発明において液晶表示装置は、温度が低いほど段数が多い駆動信号を生成し、
温度が高いほど段数が少ない駆動信号を生成する。及び／又は、液晶表示装置は、温度が
低いほど電位が高い駆動信号を生成し、温度が高いほど電位が低い駆動信号を生成する。
これにより液晶表示装置は、温度が高い場合に発熱量を低減することができる。
【００１７】
　また、本発明において液晶表示装置は、周辺に存在する人の位置を検知する位置検知部
（いわゆる人感センサ）を備える。液晶表示装置は、上述のような温度に応じた駆動信号
の調整に加えて、位置検知部が検知した位置に応じた駆動信号の調整を行う。液晶表示装
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置は、例えばユーザが装置の正面にのみ存在するなど、広い視野角に対応した表示が必要
でないと判断される場合、駆動信号の電位又は段数を低減するなどの処理を行うことがで
き、電力消費量を低減することができる。
【００１８】
　また、本発明において液晶表示装置は、検知結果の変化に応じて駆動信号の電位を変化
させる場合には、所定時間（例えば数秒～十数秒など）に亘って徐々に電位を変化させる
。これにより液晶表示装置は、ユーザに違和感を与えることなく、駆動信号の電位を変化
させることができる。
【００１９】
　また、本発明においては、液晶表示装置が電源回路及びバックライトを備える。液晶表
示装置の温度検知部は、電源回路、バックライト、駆動信号を生成する回路、又は、駆動
信号にて液晶パネルの駆動制御を行う回路等に設ける。これにより、液晶表示装置の発熱
箇所で温度を検知することができ、駆動信号の調整を効果的に行うことができる。
【００２０】
　また、本発明においては、テレビジョン受信機に上述の液晶表示装置の構成を採用する
。テレビジョン受信機は、多人数での視聴又は広い視野角での視聴がなされる場合が多い
ため、上述の構成が好適である。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明による場合は、液晶パネルの各画素を構成する複数の副画素に印加する駆動信号
の電位又は段数を温度の検知結果に応じて調整する構成とすることにより、表示特性の急
激な変化を抑えることでユーザに違和感を与えることなく、装置の温度が上昇した場合に
発熱量を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】実施の形態１に係るテレビジョン受信機の構成を示すブロック図である。
【図２】液晶パネルの構成を示す模式図である。
【図３】１つの画素についての等価回路である。
【図４】保持容量配線駆動回路が出力する信号波形を示すタイミングチャートである。
【図５】信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調整処理を説明するための表である。
【図６】２段階で電位が変化する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の信号波形を示すタイミング
チャートである。
【図７】１段階で電位が変化する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の信号波形を示すタイミング
チャートである。
【図８】変形例に係るテレビジョン受信機による信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調整処理を
説明するための表である。
【図９】実施の形態２に係るテレビジョン受信機による信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調整
処理を説明するための表である。
【図１０】実施の形態２に係るテレビジョン受信機１が行う駆動信号生成処理の手順を示
すフローチャートである。
【図１１】実施の形態３に係るテレビジョン受信機の構成を示すブロック図である。
【図１２】ユーザの位置判定を説明するための模式図である。
【図１３】実施の形態３に係るテレビジョン受信機による信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調
整処理を説明するための表である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
（実施の形態１）
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づき具体的に説明する。図１は、実施の
形態１に係るテレビジョン受信機の構成を示すブロック図である。実施の形態１に係るテ
レビジョン受信機１は、テレビジョン放送の電波を受信するチューナ部１１を備え、受信
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したテレビジョン放送の番組に係る画像を液晶パネル１９に表示する機器である。チュー
ナ部１１は、制御部１０の制御に従って所定のテレビジョン放送を受信し、受信したデー
タを制御部１０へ与える。制御部１０は、操作部１２に対してなされたユーザの選局操作
に応じて、選択された放送局のテレビジョン放送を受信すべく、チューナ部１１を制御す
る。
【００２４】
　操作部１２は、上記の選局操作のために必要な選局ボタンなどの他に、電源ボタン、音
量調整ボタン及び設定ボタン等が設けられ、これらによるユーザの操作を受け付ける。操
作部１２は、受け付けた操作内容を制御部１０へ通知する。なお操作部１２は、テレビジ
ョン受信機１の本体部に設けられるのではなく、リモートコントローラなどに設けられる
構成であってよい。
【００２５】
　制御部１０は、チューナ部１１から与えられた受信データをデコードし、デコードした
データに含まれる画像（映像）データを画像処理部１６へ与える。画像処理部１６は、制
御部１０から与えられた画像データに対して画質補正などの種々の画像処理を行う。画像
処理部１６は、処理後の画像データに応じて、液晶パネル１９の駆動に用いられる画像信
号を生成し、生成した画像信号を液晶駆動部１８へ出力する。また駆動信号生成部１７は
、制御部１０の制御に応じて駆動信号を生成し、液晶駆動部１８へ出力する。液晶駆動部
１８は、画像処理部１６から与えられる画像信号と、駆動信号生成部１７から与えられる
駆動信号とに応じて液晶パネル１９の駆動を行う。
【００２６】
　また本実施の形態に係るテレビジョン受信機１は、温度センサ２０を備えている。温度
センサ２０は、電源回路１５の近傍、バックライト１４もしくはバックライト駆動部１３
の近傍、又は、液晶パネル１９、液晶駆動部１８若しくは駆動信号生成部１７の近傍等に
配置される。温度センサ２０は、検知した温度を制御部１０へ通知する。制御部１０は、
温度センサ２０が検知した温度に応じて、駆動信号生成部１７が生成する駆動信号の調整
を行う。なお、駆動信号生成部１７、液晶駆動部１８及び液晶パネル１９の詳細、並びに
、検知温度に応じた駆動信号の調整については後述する。
【００２７】
　テレビジョン受信機１は、液晶パネル１９へ光を照射するバックライト１４と、バック
ライト１４を駆動するバックライト駆動部１３とを備えている。バックライト１４は、Ｌ
ＥＤ（Light Emitting Diode）又は蛍光管等で構成され、液晶パネル１９の背面に配され
ている。バックライト駆動部１３は、制御部１０の制御に応じて、バックライト１４の駆
動電圧を生成し、生成した駆動電圧をバックライト１４へ出力する。バックライト１９が
発した光が液晶パネル１９にて部分的に透過されることにより、液晶パネル１９に画像が
表示される。
【００２８】
　またテレビジョン受信機１は、図示の各部を動作させるための電力を供給する電源回路
１５を備えている。電源回路１５は、商用交流電源から供給される交流の電力を直流の電
力に変換し、テレビジョン受信機１内の各部へ供給する。なお、図１において電源回路１
５から各部への電力供給経路は図示を省略してある。
【００２９】
　図２は、液晶パネル１９の構成を示す模式図である。水平方向（図中の左右方向）に長
い略矩形をなす液晶パネル１９には、垂直方向（図中の上下方向）に延伸する複数のデー
タ信号線ＳＬが、水平方向に並べて配されている。また液晶パネル１９には、水平方向に
延伸する複数の走査信号線ＧＬが、垂直方向に並べて配されると共に、各走査信号線ＧＬ
を間に第１保持容量配線ＣＳ１及び第２保持容量配線ＣＳ２が水平方向に延伸してそれぞ
れ配されている。データ信号線ＳＬ及び走査信号線ＧＬは直交して配されている。また液
晶パネル１９は、マトリクス状に配された複数の画素Ｐを有しており、各画素Ｐはデータ
信号線ＳＬ及び走査信号線ＧＬの交点に対して１つ配される。
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【００３０】
　なおデータ信号線ＳＬは走査信号線ＧＬより上層に配され、走査信号線ＧＬは画素Ｐを
横切るように水平方向に延伸し、データ信号線ＳＬは画素Ｐに沿って垂直方向に延伸して
いる。第１保持容量配線ＣＳ１は走査信号線ＧＬの一側にこれと並行に配され、第２保持
容量配線ＣＳ２は走査信号線ＧＬの他側にこれと平行に配され、第１保持容量配線ＣＳ１
及び第２保持容量配線ＣＳ２は画素Ｐと重ねて配されている。
【００３１】
　また液晶駆動部１８は、ゲートドライバＧＤと、ソースドライバＳＤと、保持容量配線
駆動回路ＣＳＤとを有している。ゲートドライバＧＤには走査信号線ＧＬが接続され、ソ
ースドライバＳＤにはデータ信号線ＳＬが接続され、保持容量配線駆動回路ＣＳＤには第
１保持容量配線ＣＳ１及び第２保持容量配線ＣＳ２が接続されている。ゲートドライバＧ
Ｄ、ソースドライバＳＤ及び保持容量配線駆動回路ＣＳＤは、接続された配線に対して適
宜の駆動信号を出力し、これにより各画素Ｐが駆動され、液晶パネル１９に画像が表示さ
れる。
【００３２】
　図３は、１つの画素Ｐについての等価回路である。画素Ｐは、水平方向に延伸する走査
信号線ＧＬを境に、第１副画素ＳＰ１及び第２副画素ＳＰ２に二分され、２つの副画素は
略同じ（走査信号線ＧＬに対して対称的な）構成をなしている。なお図３においては、画
素Ｐの上側を第１副画素ＳＰ１とし、下側を第２副画素ＳＰ２とする。第１副画素ＳＰ１
は、第１トランジスタ２１ａ及び第１画素電極２２ａを有し、第２副画素ＳＰ２は、第２
トランジスタ２１ｂ及び第２画素電極２２ｂを有している。なお図３において図示されて
いないが、第１画素電極２２ａは第１保持容量配線ＣＳ１と重なり、第２画素電極２２ｂ
は第２保持容量配線ＣＳ２と重なっている。データ信号線ＳＬ及び走査信号線ＧＬの交差
部分近傍に、第１トランジスタ２１ａ及び第２トランジスタ２１ｂがそれぞれ設けられる
。
【００３３】
　第１トランジスタ２１ａは、そのソース電極がデータ信号線ＳＬに接続され、ドレイン
電極が図示しないコンタクトホールを介して第１画素電極２２ａに接続され、ゲート電極
が走査信号線ＧＬに接続されている。第１画素電極２２ａ及び第１保持容量配線ＣＳ１が
重なる部分には、第１保持容量Ｃｃｓ１が形成される。また第１画素電極２２ａ及び共通
電極ＣＯＭが重なる部分には、第１画素容量（液晶容量）Ｃｌｃ１が形成される。
【００３４】
　同様に、第２トランジスタ２１ｂは、そのソース電極がデータ信号線ＳＬに接続され、
ドレイン電極が図示しないコンタクトホールを介して第２画素電極２２ｂに接続され、ゲ
ート電極が走査信号線ＧＬに接続されている。第２画素電極２２ｂ及び第２保持容量配線
ＣＳ２が重なる部分には、第２保持容量Ｃｃｓ２が形成される。また第２画素電極２２ｂ
及び共通電極ＣＯＭが重なる部分には、第２画素容量（液晶容量）Ｃｌｃ２が形成される
。
【００３５】
　画素Ｐには、ゲートドライバＧＤが走査信号線ＧＬに供給した信号により第１トランジ
スタ２１ａ及び第２トランジスタ２１ｂがオンした場合に、ソースドライバＳＤがデータ
信号線ＳＬに供給した信号によって、データ信号線ＳＬから第１画素電極２２ａ及び第２
画素電極２２ｂに同じ信号電位が供給される。しかし、保持容量配線駆動回路ＣＳＤが第
１保持容量配線ＣＳ１及び第２保持容量配線ＣＳ２にそれぞれ異なる信号を供給すること
によって、第１保持容量Ｃｃｓ１及び第２保持容量Ｃｃｓ２を介して第１画素電極２２ａ
及び第２画素電極２２ｂを異なる電位とすることができる。これにより液晶パネル１９は
、１つの画素Ｐを高輝度の副画素と低輝度の副画素とで構成し、面積階調による中間調を
表現することが可能となり、表示特性の視野角依存性を改善できる。
【００３６】
　図４は、保持容量配線駆動回路ＣＳＤが出力する信号波形を示すタイミングチャートで
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ある。本図において上段に示す信号ＣＳＳ１は、保持容量配線駆動回路ＣＳＤが第１保持
容量配線ＣＳ１に供給する信号であり、下段に示す信号ＣＳＳ２は、第２保持容量配線Ｃ
Ｓ２に供給する信号である。なお信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の間に細実線で示す信号ＧＳ
は、ゲートドライバＧＤが走査信号線ＧＬに供給する信号である。またテレビジョン受信
機１は、駆動信号生成部１７にて図示の信号を生成して液晶駆動部１８へ与え、与えられ
た信号を液晶駆動部１８の保持容量配線駆動回路ＣＳＤが複数の第１保持容量配線ＣＳ１
及び第２保持容量配線ＣＳ２へ選択的に出力している。
【００３７】
　信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２は、共に矩形波の立ち上がり部及び立ち下がり部を角状にオ
ーバーシュートさせた波形であり、それぞれの位相が１８０°ずれている。即ち信号ＣＳ
Ｓ１は、時刻Ｔ０にてロウ側電位ＶＣＳＬから立ち上がった際にオーバーシュート電位Ｖ
ＯＳＨをとり、その後は電位が徐々に低下して時刻Ｔｍにてハイ側電位ＶＣＳＨとなり、
その後は電位を一定に保つ。その後、信号ＣＳＳ１は、時刻Ｔ３にてハイ側電位ＶＣＳＨ
から立ち下がった際にオーバーシュート電位ＶＯＳＬをとり、その後は電位が徐々に上昇
して時刻Ｔｎにてロウ側電位ＶＣＳＬとなり、その後は電位を一定に保つ。その後、信号
ＣＳＳ１は、時刻Ｔ４にてロウ側電位ＶＣＳＬから立ち上がり、以後これら一連の電位変
動を周期的に繰り返す。
【００３８】
　信号ＣＳＳ２は、時刻Ｔ０にてハイ側電位ＶＣＳＨから立ち下がった際にオーバーシュ
ート電位ＶＯＳＬをとり、その後は電位が徐々に上昇して時刻Ｔｍにてロウ側電位ＶＣＳ
Ｌとなり、その後は電位を一定に保つ。その後、信号ＣＳＳ２は、時刻Ｔ３にてロウ側電
位ＶＣＳＬから立ち上がった際にオーバーシュート電位ＶＯＳＨをとり、その後は電位が
徐々に低下して時刻Ｔｎにてハイ側電位ＶＣＳＨとなり、その後は電位を一定に保つ。そ
の後、信号ＣＳＳ２は、時刻Ｔ４にてハイ側電位ＶＣＳＨから立ち上がり、以後これら一
連の電位変動を周期的に繰り返す。
【００３９】
　また走査信号線ＧＬの信号ＧＳは、時刻Ｔｍの後の時刻Ｔ１で立ち上がり、これにより
第１トランジスタ２１ａ及び第２トランジスタ２１ｂがオンする。その後の時刻Ｔ２にて
信号ＧＳは立ち下がり、これにより第１トランジスタ２１ａ及び第２トランジスタ２１ｂ
がオフする。
【００４０】
　このように信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２は、ハイ側電位ＶＯＳＨ、ロウ側電位ＶＯＳＬ、
オーバーシュート電位ＶＯＳＨ及びＶＯＳＬの４段階で電位が変化する信号である。なお
、ＶＣＳＨ＝ＶＣＯＭ＋Ｖａｄ、ＶＣＳＬ＝ＶＣＯＭ－Ｖａｄ、ＶＯＳＨ＞ＶＣＳＨ、Ｖ
ＯＳＬ＜ＶＣＳＬである。信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を図示のような波形とすることによ
って、例えばハイ側電位ＶＯＳＨ及びロウ側電位ＶＯＳＬの２段階で電位を変化させる場
合と比較して、表示パネル１９の水平方向の両端における画素Ｐの輝度を揃えることが可
能となる。
【００４１】
　ただし信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を図示のような波形とすることによって、例えばハイ
側電位ＶＯＳＨ及びロウ側電位ＶＯＳＬの２段階で電位を変化させる場合と比較して、信
号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の振幅が大きくなるため、保持容量配線駆動回路ＣＳＤの消費電
力及び発熱量等が増大するという問題がある。そこで本実施の形態に係るテレビジョン受
信機１は、温度センサ２０を例えば液晶駆動部１８の近傍に配置し、温度センサ２０が検
知した温度に応じて保持容量配線駆動回路ＣＳＤが出力する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の
電位を調整する処理を駆動信号生成部１７にて行う。
【００４２】
　図５は、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調整処理を説明するための表である。テレビジョ
ン受信機１の制御部１０は、温度センサ２０が検知した温度を取得し、これを駆動信号生
成部１７へ与える。駆動信号生成部１７は、例えば温度センサ２０が検知した温度が４９
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℃以下の場合、図４に示すように、４段階で電位が変化する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を
生成して、液晶駆動部１８へ供給する。
【００４３】
　これに対して検知温度が５０℃～５７℃の場合、駆動信号生成部１７は、２段階で電位
が変化する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成して、液晶駆動部１８へ供給する。図６は、
２段階で電位が変化する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の信号波形を示すタイミングチャート
である。信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２は、共に２つの電位ＶＣＳＬ及びＶＣＳＨを周期的に
繰り返す矩形波であり、それぞれの位相が１８０°ずれている。即ち信号ＣＳＳ１は、時
刻Ｔ０にてロウ側電位ＶＣＳＬからハイ側電位ＶＣＳＨとなり、その後は電位を一定に保
つ。その後、信号ＣＳＳ１は、時刻Ｔ３にてハイ側電位ＶＣＳＨからロウ側電位ＶＣＳＬ
となり、その後は電位を一定に保つ。その後、信号ＣＳＳ１は、時刻Ｔ４にてロウ側電位
ＶＣＳＬからハイ側電位ＶＣＳＨとなり、以後これら一連の電位変動を周期的に繰り返す
。
【００４４】
　信号ＣＳＳ２は、時刻Ｔ０にてハイ側電位ＶＣＳＨからロウ側電位ＶＣＳＬとなり、そ
の後は電位を一定に保つ。その後、信号ＣＳＳ２は、時刻Ｔ３にてロウ側電位ＶＣＳＬか
らハイ側電位ＶＣＳＨとなり、その後は電位を一定に保つ。その後、信号ＣＳＳ２は、時
刻Ｔ４にてハイ側電位ＶＣＳＨからロウ側電位ＶＣＳＬとなり、以後これら一連の電位変
動を周期的に繰り返す。
【００４５】
　また検知温度が５８℃以上の場合、駆動信号生成部１７は、１段階で電位が変化する（
即ち電位が変化しない）信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成して、液晶駆動部１８へ供給す
る。図７は、１段階で電位が変化する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の信号波形を示すタイミ
ングチャートである。信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２は、共に一定の電位Ｖｃｏｍとなり、変
化しない。このため画素Ｐ内の第１画素電極２２ａ及び第２画素電極２２ｂは同電位とな
る。
【００４６】
　このようにテレビジョン受信機１の駆動信号生成部１７は、温度センサ２０が検知した
温度に応じて、液晶パネル１９の第１保持容量配線ＣＳ１及び第２保持容量配線ＣＳ２へ
供給する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位変化の段数を調整する。即ち駆動信号生成部１
７は、検知温度が低いほど段数が多い信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成し、検知温度が高
いほど段数が少ない信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成する。これにより、テレビジョン受
信機１内の温度が上昇した場合に、駆動信号生成部１７及びその周辺回路等の発熱量を低
減することができる。
【００４７】
　またテレビジョン受信機１が副画素を利用した表示特性の視野角依存性改善機能を検知
温度に応じた単にオン／オフするのではなく（即ち駆動信号生成部１７が図４に示した波
形と図７に示した波形とを切り替えるのではなく）、温度の上昇に応じて駆動信号生成部
１７が信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数を複数段階で減少させる。これにより、テレビジ
ョン受信機１の表示特性が大きく変化してユーザに違和感を与えることなく、発熱量の低
減を行うことができる。
【００４８】
　また温度センサ２０は、テレビジョン受信機１内の高温となりやすい箇所又は発熱量が
多い箇所等に設けるとよい。例えば、テレビジョン受信機１内の電源回路１５の近傍、バ
ックライト１４の近傍、又は、駆動信号生成部１７若しくは液晶駆動部１８等が設けられ
た回路基板等に温度センサ２０を設けることができる。これにより駆動信号生成部１７に
よる信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調整を効果的に行うことができる。ただし温度センサ２
０はテレビジョン受信機１内の他の箇所に設けてもよく、テレビジョン受信機１の外部に
設けてもよい。
【００４９】
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　なお本実施の形態においては、テレビジョン受信機１を例に説明を行ったが、これに限
るものではなく、ＰＣに接続される液晶モニタなど、液晶パネルを用いた表示装置に本発
明を適用することができる。また、液晶パネル１９は、各画素Ｐが２つの副画素を有する
構成としたが、これに限るものではなく、各画素Ｐが３つ以上の副画素を有する構成であ
ってよい。また、図４、図６及び図７に示した信号波形は一例であって、これに限るもの
ではない。また図５に示した検知温度の数値は一例であって、これに限るものではない。
【００５０】
　（変形例）
　また温度センサ２０の検知温度に応じて駆動信号生成部１７が信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ
２の段数を調整する構成としたが、これに限るものではない。例えば以下の変形例に示す
ように、検知温度に応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位を調整する構成としてもよい
。図８は、変形例に係るテレビジョン受信機１による信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調整処
理を説明するための表である。図８に示す表は、温度センサ２０の検知温度と、信号ＣＳ
Ｓ１及びＣＳＳ２の電位との対応を示してある。なお信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位は
、図４に示した波形の４つの電位ＶＣＳＬ、ＶＣＳＨ、ＶＯＳＬ及びＶＯＳＨに対する比
率（％）として示してある。
【００５１】
　変形例に係るテレビジョン受信機１の駆動信号生成部１７は、例えば温度センサ２０が
検知した温度が４４℃以下の場合、図４に示した波形の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成
して、液晶駆動部１８へ供給する。検知温度が４５℃～４９℃の場合、駆動信号生成部１
７は、図４に示した波形に対して電位を７５％とした信号を生成し、信号ＣＳＳ１及びＣ
ＳＳ２として液晶駆動部１８へ供給する。同様に、検知温度が５０℃～５４℃の場合、駆
動信号生成部１７は、図４に示した波形に対して電位を５０％とした信号を生成し、信号
ＣＳＳ１及びＣＳＳ２として液晶駆動部１８へ供給する。検知温度が５５℃～５７℃の場
合、駆動信号生成部１７は、図４に示した波形に対して電位を２５％とした信号を生成し
、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２として液晶駆動部１８へ供給する。また検知温度が５８℃以
上の場合、駆動信号生成部１７は、図４に示した波形に対して電位を０％とした信号（即
ち、図７に示した波形の信号）を生成し、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２として液晶駆動部１
８へ供給する。
【００５２】
　また駆動信号生成部１７は、例えば温度が４９℃から５０℃に上昇したなど、検知温度
が変化して信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位を調整する必要が生じた場合、例えば７５％
の電位から５０％の電位へ、信号の電位を直接的に切り替えるのではなく、信号の電位を
徐々に変化させる。駆動信号生成部１７は、例えば約１秒間に７５％の電位から５０％の
電位へ１％ずつ電位を低減させていくなど、電位変化を複数段階に分けて所定時間内に行
う。
【００５３】
　このように変形例に係るテレビジョン受信機１の駆動信号生成部１７は、温度センサ２
０が検知した温度に応じて、液晶パネル１９の第１保持容量配線ＣＳ１及び第２保持容量
配線ＣＳ２へ供給する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位を調整する。即ち駆動信号生成部
１７は、検知温度が低いほど高電位の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成し、検知温度が高
いほど低電位の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成する。これにより、テレビジョン受信機
１内の温度が上昇した場合に、駆動信号生成部１７及びその周辺回路等の発熱量を低減す
ることができる。また駆動信号生成部１７は、温度の上昇に応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳ
Ｓ２の電位を複数段階で低下させる。これにより、テレビジョン受信機１の表示特性が大
きく変化してユーザに違和感を与えることなく、発熱量の低減を行うことができる。
【００５４】
　なお図８に示した検知温度及び電位の比率の数値は一例であって、これに限るものでは
ない。また図４に示した波形の４つの電位ＶＣＳＬ、ＶＣＳＨ、ＶＯＳＬ及びＶＯＳＨの
全てを検知温度に応じて調整するのではなく、例えば電位ＶＯＳＬ及びＶＯＳＨの２つの



(11) JP 2013-238732 A 2013.11.28

10

20

30

40

50

みを調整する、又は、電位ＶＣＳＬ及びＶＣＳＨの２つのみを調整する等の構成としても
よい。
【００５５】
（実施の形態２）
　上述の実施の形態１に係るテレビジョン受信機１は、検知温度に応じて信号ＣＳＳ１及
びＣＳＳ２の段数又は電位のいずれか一方を調整する構成であるが、これに限るものでは
ない。以下の実施の形態２に係るテレビジョン受信機１のように、検知温度に応じた信号
ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数の調整及び電位の調整の両方を行ってもよい。図９は、実施
の形態２に係るテレビジョン受信機１による信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の調整処理を説明
するための表である。実施の形態２に係るテレビジョン受信機１の駆動信号生成部１７は
、例えば温度センサ２０が検知した温度が４９℃以下の場合、図４に示した４段階で電位
が変化する波形の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成して、液晶駆動部１８へ供給する。検
知温度が５０℃～５２℃の場合、駆動信号生成部１７は、図４に示した４段階で電位が変
化する波形に対して電位を７５％とした信号を生成し、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２として
液晶駆動部１８へ供給する。
【００５６】
　検知温度が５３℃～５５℃の場合、駆動信号生成部１７は、図６に示した２段階で電位
が変化する波形に対して電位を５０％とした信号を生成し、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２と
して液晶駆動部１８へ供給する。検知温度が５６℃～５７℃の場合、駆動信号生成部１７
は、図６に示した２段階で電位が変化する波形に対して電位を２５％とした信号を生成し
、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２として液晶駆動部１８へ供給する。また検知温度が５８℃以
上の場合、駆動信号生成部１７は、図７に示した電位が変化しない波形の信号を生成し、
信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２として液晶駆動部１８へ供給する。
【００５７】
　また駆動信号生成部１７は、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数が４段階又は２段階のい
ずれであっても、検知温度の変化により信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位を調整する必要
が生じた場合、信号の電位を直接的に切り替えるのではなく、信号の電位を徐々に変化さ
せる。駆動信号生成部１７は、例えば４段階の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を供給している
状態において、検知温度が４９℃から５０℃へ上昇した場合、１００％の電位から７５％
への電位へ１０段階に分けて、所定時間（例えば数秒～十数秒）に亘って徐々に電位を低
減する。
【００５８】
　図１０は、実施の形態２に係るテレビジョン受信機１が行う駆動信号生成処理の手順を
示すフローチャートである。まずテレビジョン受信機１の制御部１０は、温度センサ２０
による温度の検知を行い（ステップＳ１）、今回の検知温度と前回の検知温度とを比較す
るなどによって、温度変化が生じたか否かを判定する（ステップＳ２）。ただしステップ
Ｓ２にて判定する温度変化は、図９に示した信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数又は電位の
設定を変更すべき温度変化である。温度変化が生じていないと判定した場合（Ｓ２：ＮＯ
）、制御部１０は、ステップＳ１へ処理を戻す。
【００５９】
　温度変化が生じたと判定した場合（Ｓ２：ＹＥＳ）、制御部１０は、図９に示した対応
関係に基づき、ステップＳ１にて検知した温度に応じた信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数
及び電位（目標電位）を決定する（ステップＳ３）。次いで制御部１０は、決定した段数
となるように信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数を切り替えると共に（ステップＳ４）、現
電位から目標電位へ信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位を徐々に変化させ（ステップＳ５）
、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位が目標電位に達した後、ステップＳ１へ処理を戻す。
【００６０】
　このように実施の形態２に係るテレビジョン受信機１の駆動信号生成部１７は、温度セ
ンサ２０が検知した温度に応じて、液晶パネル１９の第１保持容量配線ＣＳ１及び第２保
持容量配線ＣＳ２へ供給する信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位と電位変化の段数とを調整
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する。これにより、テレビジョン受信機１内の温度が上昇した場合に、駆動信号生成部１
７及びその周辺回路等の発熱量を低減することができる。また駆動信号生成部１７は、温
度の上昇に応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位及び電位変化の段数を複数段階で低下
させる。これにより、テレビジョン受信機１の表示特性が大きく変化してユーザに違和感
を与えることなく、発熱量の低減を行うことができる。
【００６１】
　なお図９に示した検知温度の数値、電位の比率の数値、信号の段数、及び、これらの対
応関係等は一例であって、これに限るものではない。またテレビジョン受信機１は、信号
ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位を変化させる際に、電位を徐々に変化させる構成としたが、
これに限るものではなく、現電位から目標電位へ直接的に電位を変化させる構成であって
もよい。またテレビジョン受信機１は、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数を変化させる場
合に、例えば図４における電位ＶＯＳＨ及びＶＯＳＬを徐々に増減させて４段階及び２段
階の段数変化を行うなど、信号電位を徐々に変化させて段数を変化させてもよい。
【００６２】
　また、実施の形態２に係るテレビジョン受信機１のその他の構成は、実施の形態１に係
るテレビジョン受信機１の構成と同様であるため、同様の箇所には同じ符号を付して詳細
な説明を省略する。
【００６３】
（実施の形態３）
　図１１は、実施の形態３に係るテレビジョン受信機の構成を示すブロック図である。実
施の形態３に係るテレビジョン受信機２０１は、実施の形態１に係るテレビジョン受信機
１（図１参照）に、人感センサ２３０を追加した構成である。人感センサ２３０は、例え
ばテレビジョン受信機２０１の筐体の正面部に配置され、赤外線又は超音波等を用いて、
テレビジョン受信機２０１の周辺に存在する人の位置を検知することができる。人感セン
サ２３０は、検知結果を制御部１０へ通知する。
【００６４】
　制御部１０は、与えられた人感センサ２３０の検知結果に基づいて、ユーザの位置がテ
レビジョン受信機１の周辺の所定範囲内であるか否かを判定する。図１２は、ユーザの位
置判定を説明するための模式図である。人感センサ２３０は、例えばテレビジョン受信機
２０１の筐体の正面（液晶パネル１９が設けられた面）に、左右方向に関して略中央に設
けられ、テレビジョン受信機２０１の正面側（図１１において破線ａより下側）に存在す
るユーザの位置を検知することができる。
【００６５】
　制御部１０は、人感センサ２３０の検知範囲を領域Ａ～Ｃの３つに分割し、人感センサ
２３０の検知結果から各領域Ａ～Ｃにユーザが存在するか否かを判定する。領域Ａは、人
感センサ２３０の真正面の位置（図１２においてユーザ１０１の位置）を基準位置（０°
）とした場合に、この基準位置から左右に３０°の範囲である。また、領域Ｂは３０°～
６０°の範囲であり、領域Ｃは６０°～９０°の範囲である。図１２において、例えばテ
レビジョン受信機２０１を視聴するユーザ１０１は領域Ａに存在し、ユーザ１０２は領域
Ｃに存在する。制御部１０は、各領域Ａ～Ｃにユーザが存在するか否かの判定結果を駆動
信号生成部１７へ与える。
【００６６】
　駆動信号生成部１７は、領域Ａ～Ｃのいずれにユーザが存在するかに応じて、信号ＣＳ
Ｓ１及びＣＳＳ２の調整を行う。基本的に駆動信号生成部１７は、領域Ｃにユーザが存在
する場合に、４段階の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成し、領域Ｃにユーザが存在せず且
つ領域Ｂにユーザが存在する場合に、２段階の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成し、領域
Ｂ及びＣにユーザが存在せず且つ領域Ａにユーザが存在する場合に、１段階の信号ＣＳＳ
１及びＣＳＳ２を生成する。ただし駆動信号生成部１７は、温度センサ２０の検知結果に
応じた信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数及び電位の調整も行っている。
【００６７】



(13) JP 2013-238732 A 2013.11.28

10

20

30

40

50

　図１３は、実施の形態３に係るテレビジョン受信機２０１による信号ＣＳＳ１及びＣＳ
Ｓ２の調整処理を説明するための表である。実施の形態３に係るテレビジョン受信機２０
１の駆動信号生成部１７は、領域Ｃにユーザが存在する場合、実施の形態２に係るテレビ
ジョン受信機１と同様の温度センサ２０の検知結果に基づく調整処理を行う。即ち実施の
形態３の駆動信号生成部１７は、例えば温度センサ２０が検知した温度が４９℃以下の場
合、４段階で電位が変化する波形の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成し、検知温度が５０
℃～５２℃の場合、４段階で電位が変化する波形に対して電位を７５％とした信号を生成
し、検知温度が５３℃～５５℃の場合、２段階で電位が変化する波形に対して電位を５０
％とした信号を生成し、検知温度が５６℃～５７℃の場合、２段階で電位が変化する波形
に対して電位を２５％とした信号を生成し、検知温度が５８℃以上の場合、電位が変化し
ない波形の信号を生成する。
【００６８】
　領域Ｃにユーザが存在せず且つ領域Ｂにユーザが存在する場合、駆動信号生成部１７は
、例えば温度センサ２０が検知した温度が５５℃以下の場合、２段階で電位が変化する波
形の信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２を生成し、検知温度が５６℃～５７℃の場合、２段階で電
位が変化する波形に対して電位を５０％とした信号を生成し、検知温度が５８℃以上の場
合、電位が変化しない波形の信号を生成する。また領域Ｂ及びＣにユーザが存在せず且つ
領域Ａにユーザが存在する場合、駆動信号生成部１７は、電位が変化しない波形の信号を
生成する。
【００６９】
　このように実施の形態３に係るテレビジョン受信機２０１は、人感センサ２３０を備え
、人感センサ２３０が検知したユーザの位置と温度センサ２０が検知した温度とに応じて
、液晶パネル１９の第１保持容量配線ＣＳ１及び第２保持容量配線ＣＳ２へ供給する信号
ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の電位及び電位変化の段数を調整する。これによりテレビジョン受
信機２０１は、例えば図１２に示した領域Ａにのみユーザが存在するなど、広い視野角に
対応した表示が必要でないと判断される場合に、消費電力を低減することができる。
【００７０】
　なお本実施の形態においては、駆動信号生成部１７が人感センサ２３０の検知結果及び
温度センサ２０の検知結果に応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数及び電位を調整する
構成としたが、これに限るものではない。例えば駆動信号生成部１７は、人感センサ２３
０の検知結果及び温度センサ２０の検知結果に応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の段数又
は電位のいずれか一方のみを調整する構成であってよい。また例えば駆動信号生成部１７
は、温度センサ２０を用いず、人感センサ２３０の検知結果に応じて信号ＣＳＳ１及びＣ
ＳＳ２の段数及び／又は電位を調整する構成であってもよい。また図１３に示した検知温
度の数値、電位の比率の数値、及び、これらの対応関係等は一例であって、これに限るも
のではない。また図１２に示した領域Ａ～Ｃは一例であって、これに限るものではない。
【００７１】
　また、実施の形態３に係るテレビジョン受信機２０１のその他の構成は、実施の形態２
に係るテレビジョン受信機１の構成と同様であるため、同様の箇所には同じ符号を付して
詳細な説明を省略する。
【符号の説明】
【００７２】
　１　テレビジョン受信機（液晶表示装置）
　１０　制御部
　１１　チューナ部（受信部）
　１２　操作部
　１３　バックライト駆動部
　１４　バックライト
　１５　電源回路
　１６　画像処理部
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　１７　駆動信号生成部
　１８　液晶駆動部（駆動部）
　１９　液晶パネル
　２０　温度センサ（温度検知部）
　２１ａ　第１トランジスタ
　２１ｂ　第２トランジスタ
　２２ａ　第１画素電極
　２２ｂ　第２画素電極
　２０１　テレビジョン受信機（液晶表示装置）
　２３０　人感センサ（位置検知部）
　Ｐ　画素
　ＳＰ１　第１副画素
　ＳＰ２　第２副画素
　ＧＬ　走査信号線
　ＳＬ　データ信号線
　ＣＳ１　第１保持容量配線
　ＣＳ２　第２保持容量配線
　ＧＤ　ゲートドライバ
　ＳＤ　ソースドライバ
　ＣＳＤ　保持容量配線駆動回路

【図１】 【図２】

【図３】
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【図９】
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